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令和６年度 第５回我孫子市平和事業推進市民会議 会議概要 

 

１．開催日時 

令和７年２月８日（土）１３時３０分～１４時５０分 

 

２．開催場所 

我孫子市役所分館１階大会議室 

 

３．出席者 

（委 員）桑原会長、高須副会長、赤羽根委員、石井委員、石坂委員、北嶋委員、 

見城委員、早乙女委員、根本委員、早坂委員、的山委員、山田(典)委員 

（事務局）大山課長補佐、山田係長、鈴木主任、稲垣主任 

 

４．傍聴人 

 ２名 

 

５．議事 

（１）開会 

桑原会長から全体の挨拶を行った。 

 

（２）協議事項 

 １）今年度事業の報告について 

事務局から、令和６年度リレー講座、平和の集い来場者数・アンケート結果等

について報告した。 

 

― 委員からの意見 ― 

リレー講座について、委員任期中に、一人１回は観に行っていただく目標を申し

上げたが、達成できなかったのは残念。（桑原会長） 

 

２）次年度事業について 

令和７年度に迎える戦後８０年・我孫子市平和都市宣言４０年に関する記念事

業について、各部会より進捗報告を行った。 

 

① 事業部会より(北嶋部会長) 

・「平和のうた」の作成について、各委員の皆さんに１月末までで歌詞をお願い

していたが、本日提出できる方がいれば出していただきたい。 



2 

 

・８月１６日に被爆伝承講話を予定している。また、同日、アビスタで灯ろうを作

成し、手賀沼親水広場のじゃぶじゃぶ池に流す方向で調整中。小学生低学年から

中学年の子どもたちが参加できるコンテンツが少ないので、アビスタミニホール

で何かできればと考えている。 

・平和スピーチ大会は国際交流協会と共催で実施する方向で調整中。 

・ほかに検討中の事業をいくつかあげているが、この中からできるものを進めてい

くことになっている。 

 

② 広報部会（石井部会長） 

・小冊子については、根本委員を編集長としてお願いしている。４月末を目安に内

容の概略を決定、９月末初稿完成、１２月末校了、３月末配布準備の予定。 

・ＳＮＳについては、アプリを選定できれば、臨時部会などを開催して実際に操作

してみる予定。 

・展示については、実施時期が確定していない状況ではあるが、スケジュールを含

め、５月までに展示物の編集、展示場所、レイアウトを検討していきたい。 

 

③ 普及部会(高須副会長) 

・小学生向けのリレー講座については、広島や長崎だけに関する内容から広げてい

きたいというところで検討している段階。 

・中学校向けのリレー講座もしくはそれに類似するものとしては、派遣中学生がし

っかりそれぞれの中学校で報告できるような場をつくることで活動のＰＲにもつ

なげていきたい、ということを考えている。 

・ワークショップとしては、缶バッジ作成や紙芝居、絵本の読み聞かせといった案

が出ており、８月１６日の事業の際に一緒にできればと考えている。 

 

事務局から、次年度の事業スケジュールについて説明があった。 

また、会長から、普及部会について、部会長・副部会長に変更があり、普及部

会は山元委員が部会長、佐藤委員・肥後委員が副部会長となる旨の報告があっ

た。 

 

― 委員からの意見 ― 

・８月１６日の平和事業、１２月１４日の平和の集いについては、各委員早めに

ご予定いただき、確実に参加していただきたい。退任される委員についても、
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ぜひお越しいただきたい。各部会長・副部会長で負担を抱えることのないよ

う、皆さんで協力して進めてきたい。（桑原会長） 

・小冊子の初稿後の確認・調整などでは各委員にチェックしていただくなど、協

力をお願いしたい。（石井部会長） 

・「平和のうた」については、早乙女委員を中心に、何人かの歌づくりのグルー

プを作ってすすめていこうと思っている。「平和のうた」の位置づけや活用も

含め皆さんに意見提出含め色々お願いすることが出てくると思うが、その際は

ご協力いただきたい。（北嶋部会長） 

・３つの部会で重なる部分があるように感じるので、そのあたり各部会で情報を

共有し、調整していく必要があると思う。（的山委員） 

 

３）その他 

① 事務局から、被爆アオギリ２世・クスノキ２世の看板について、３月中の完成

を予定しており、工事完了日が確定した際にはメール等で情報共有させていた

だく旨を報告した。 

② 高須副会長から、３月２７日に元派遣中学生の集まりがあるので、開催後に報

告させていただく旨の報告があった。 

③ 事務局から、平和首長会議の平和なまち絵画コンテストについて、１名応募が

あった方へ奨励賞をお渡しし、作品を返却した旨を報告した。 

 

（３）閉会 

 

傍聴人発言 あり 

以上 


